
施策評価シート（平成28年度評価実施） 担当部課名 関連部課名

賑わいと元気あふれるまちづくり【産業】

商業・サービス業

施策が目指す蒲郡市の将来の姿

●個性溢れるお店とやる気のある事業主が集う、賑わいと活気あるまちになっています。

●地域の課題に対応する機能を持ち、生活の拠点となる商店街が維持されています。

◆具体化した施策の取り組み実績

1　人をひきつけ活気あるまちづくり

2　魅力ある個店の育成

3　空き店舗の解消と後継者の育成

4　商店街活動の支援

産業環境部

観光商工課

基本目標

施策名

蒲郡駅を中心とした市街地と商業基盤の整備を一体的に進めて中心市街地活性化を図るとともに、地域の特徴を活か

した商店街づくり、個店に対する経営相談、各種融資制度の利用促進、後継者の育成、空き店舗を活用した新規の出

店支援などの取組を推進します。

項目 平成26年度実績 平成27年度実績 平成28年度計画

福寿稲荷ごりやく市 年6回　2,400千円 年6回　2,237千円 年6回　2,400千円

商店街魅力向上事業 0

0 266千円(まちゼミ開催）

項目 平成26年度実績 平成27年度実績 平成28年度計画

おらがの店じまん事業（参加店舗数） 522千円（50店舗） 510千円（50店舗） 600千円（50店舗）

小規模企業等振興資金信用保証料補

助金支払件数及び金額

133件、4,656千円 120件、5,501千円 140件、6,864千円

創業等支援資金信用保証料補助金支

払件数及び金額

― 2件、249千円 10件、900千円

小規模事業者経営改善資金利子補給

支払件数及び金額

15件、769千円 8件、284千円 10件、1,050千円

項目 平成26年度実績 平成27年度実績 平成28年度計画

空き店舗対策 2件、600千円 ― 2件、600千円

項目 平成26年度実績 平成27年度実績 平成28年度計画

街路灯電灯料補助（街路灯数） 7,158千円（795基、アーチ１） 6,303千円（756基、アーチ１） 6,978千円（756基、アーチ１）

共同施設事業（街路灯LED設置補助） 0 540千円 1,080千円

商店街活性化事業支援補助 214千円 214千円 270千円



◆評価指標

◆指標の説明・考え方

◆指標の分析

◆今後の方針
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指標名 区分 平成265年度 平成27年度 平成28年度 将来目標

福寿稲荷ごりやく市通算開催実績

及び平均人出数

目標値

65回（5,000人） 71回（5,000人） 77回（5,000人） 101回（6,000人）

実績値

65回(4,966人） 71回（5,383人） 平成32年度

福寿稲荷ごりやく市実施後平常時

集客数の増加

（中央通り店舗アンケート結果）

目標値

35% 60% 70% 80%

実績値

55.0％（11/20店舗） 60.0％（12/20店舗） 平成32年度

空き店舗出店累計件数

（カッコ内累計）

目標値

2件 2件 2件 累計19件

実績値

2件（6） ― 平成32年度

指標名 説明・考え方

福寿稲荷ごりやく市通算開催

実績及び平均人出数

ごりやく市の継続的開催を通じた商店街活性化（年6回）

Ｂ：一部見直しが必要である。

コメント

空き店舗対策として家賃と改修費の補助を行なうチャレンジマート事業は蒲郡商店街振興

組合に限定して実施中であるが、根本的な解決には至っていない。廃業後の店舗を住居

や駐車場等へ転換する方も見受けられる。個店・商店街の存続のためにも、個店の収益性

を高める取り組みが必要で、平成28年度に実施予定の「まちゼミ」に活路を見出し、商店街

の賑わいに繋げたい。創業支援事業は、蒲郡商工会議所及び金融機関と連携を強化し、

ワンストップサービスでの支援を充実させるとともに、蒲郡市のメリット性を持たせた施策を

実施する必要がある。

福寿稲荷ごりやく市実施後

平常時集客数の増加

（中央通り店舗アンケート結果）

ごりやく市を通した新規顧客獲得及び平常時の集客力向上

空き店舗累計補助件数

空き店舗出店者支援による商店街形成と魅力向上

福寿稲荷ごりやく市は平成16年度よりスタート。地域に根ざしたイベントとして定着し、平成27年11月には第70回を迎え

た。天候の影響はあるものの、毎回5,000人程度の集客がある。当イベントが開催される中央通りに面した個店へのアン

ケート調査では、平常時の集客に効果があると回答する店舗が増えつつある。空き店舗対策は平成23年度より実施して

おり商店街の不足業種を補っており、これまでに累計で6店舗が出店した。

福寿稲荷ごりやく市は市民に定着し、知名度も集客力も上がってきたが、まだ個店の収益に結びついているとはいえ

ず、事業実施日以外の日の集客に課題を残す。また、空き店舗、廃業地への個宅建築化が目立ちつつあり、商店街

の維持形成も不安材料の一つである。市内商店街全体としても、組織の解散や組合員数の減少から街路灯維持管

理が困難になりつつある。中小商工業等金融対策事業は、制度の周知が図られ、利用実績も安定している。特に創

業者への金融面からの支援施策を強化したが、事業の円滑な立ち上がりのためには総合的な支援施策が求められ

る。空き店舗対策事業は優良物件の確保と、貸し手と借り手のマッチングが課題である。

部長評価

施策の

進捗状況

Ｂ：目指す将来像実現に向けておおむね計画どおり進行している。

コメント

高齢化が進むことにより、郊外の大型店舗だけでは対応できない買物難民も地方には見

受けられ、商店街の維持は必要と思われる。個店の存続には収益性を高めることが必要で

あり、「まちゼミ」開催や、創業支援を行うことで空き店舗の活用をし商店街の活性化を図る

ことが重要である。

市街地の空洞化が最大の課題である。商店街については、法人組織の解散が相次ぎ、活性化のための活動ができ

ていないが、積極的な活動の意欲のある商店街へは助成を継続する。平成27年5月に国から創業支援事業計画の

認定を受け、「がまごおり創業支援ネットワーク」を軸とした創業（開業）支援を引き続き実施するが、近隣他市町村と

差別化を図りつつ、時代に即した効果的な施策を模索していく。中小商工業等金融対策事業は、重要な商工振興・

中小企業支援施策と位置づけて実施し、当面は、国が重点施策として取り組む創業支援について強化を続けたい。

中心市街地活性化関連事業は、商店街と蒲郡商工会議所と連携し、個店の収益増を目的とた「まちゼミ」の開催や

販路拡大に結びつく新規施策を実施し、今後の方向性を見定める。

課長評価

構成事業の

進捗状況

Ｂ：おおむね計画どおり進行している。

施策の

進め方



施策に属する事務事業一覧
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観光商工課

250 中小商工業等金融対策事業 305,794 2,862 0.50 Ｂ

オ

1-3 ○

2-4

観光商工課

252 商店街活性化事業 7,904 1,414 0.23 Ｂ

オ

1-3 ○

2-4

観光商工課

256 中心市街地活性化関連事業 2,747 2,168 0.38 Ｂ

オ

1-3 ○

総合

計画

所管課

番号 事　　業　　名

人件費を除く

事業費(千円)

人件費

(参考)

(千円)
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